
試験では、短波帯表面波

レーダーのモノスタティック

（単体）性能を確認するため、

見通し外領域を航行する大型

巡視船を目標にしました。

近年、周辺海域における他国の船舶・航空機の活動は活発化し、よ

り効率的な監視手段が求められています。

本研究では、見通し外領域からより早期に目標を探知する「短波帯

表面波レーダー技術」を確立します。

背景・目的

モノスタティック試験の一例

レーダーの特徴

短波帯表面波レーダーの研究（１／２）短波帯表面波レーダーの研究（１／２）

海面上を伝搬する短波を使うことで見通し外領域の目標を観測

見通し外領域で巡視船の探知に成功



バイスタティック試験の一例

短波帯表面波レーダーの研究（２／２）短波帯表面波レーダーの研究（２／２）

レーダーサイトＡの注目セルに、レー
ダーサイトＢの最大信号セルを加算

【試験概要】
・レーダーサイトＡ、Ｂに配置してある短波帯表面波レーダーで艦船
目標を探知

・目標融合処理により、探知性能の向上(探知距離延伸)を図る

【目標融合処理】 【試験結果】

・最大信号加算が設計どおり動作す

ることを確認

・同加算により、信号が3.3 dB向上

し、探知距離換算で約 21 %延伸

方位

レーダーサイトB
レーダーサイトA

信号加算

レーダサイトBにおいて、３×３セルの
範囲（可変）で、最大信号セルを探索

セルサイズが異なる（レーダ性能が異なる）

：④レーダーサイトBの最大信号セルを探索

：①レーダーサイトAの注目セルを決定

：②レーダーサイトBの最近傍セルを決定

：③セルの探索範囲を決定

処理手順

：⑤信号加算を実施
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：最大信号加算
：レーダーサイトA
：レーダーサイトB

3.3 dB向上

レーダーサイトＡの
ピ ー ク 値 を 基 準 に
レーダーサイトＢの
ピーク値に合わせて
加算。

探知距離換算で約 21 %延伸


